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６．研究成果の概要  

    下欄には当該研究成果について，その具体的内容、意義、重要性等を、地域課題研究事業計画書  

    に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし、Ａ４で２～３枚程度で、できるだけ  

分かりやすく記載願います。文章の他に、研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。  

    本学ＨＰにて公表しますので、公表できる内容としてください。  

富山県の山地より採掘した貝化石について、組成分析、電子顕微鏡撮影、油分吸着

試験および凝集試験などを行い、その水質浄化特性について詳細に検討した。 

貝化石の組成を明らかにするため、蛍光 X 線分析、X 回折分析および赤外分光分析を

行った。貝化石の主な成分は炭酸カルシウムと石英であることがわかった。炭酸カル

シウムと石英の混合試料より検量線（図１）を作成して含有率を調べたところ、炭酸

カルシウムの含有率は 85%以上であることがわかった。 

 

図１ 成分分析に用いた検量線 
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貝化石の表面形状を確認するため、電子顕微鏡（SEM）撮影を行った。SEM 写真より、

貝化石の表面は積層・多孔構造であることがわかった（図２）。このような構造は、浮

遊性物質（SS）等の吸着能を高めると考えられた。 

 

 

 

図２ 貝化石粉末の電子顕微鏡写真 

 

貝化石の油分分離性能を把握するため、回分吸着試験を行った（図３）。その結果、

貝化石は食用油を良く吸着できることがわかった。貝化石に吸着された油分は、１週

間経っても化石から脱離することはなかった。貝化石の油分吸着能は非常に高いとい

える。 

 

 

図３ 油分吸着実験 

 

また、貝化石の SS 凝集能を確認するため、有機性懸濁液（被検水）と無機性懸濁液

を用いてジャーテスタを行った（図４）。実験結果より、何れの条件においても貝化石

の凝集能は確認できなかったものの、SS 吸着能はあることがわかった。 
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図４ 凝集実験（ジャーテスト） 

 

以上のように、貝化石の主成分は炭酸カルシウムで、その表面は積層・多孔構造で

あることがわかった。また、油分を選択的に吸着する特性を有することもわかった。

これらのことより、貝化石は、油分分離などの前処理、活性汚泥への付着・吸着によ

る沈降性改善、および活性汚泥バルキングの防止などに有効と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


